
■頭の中のカテゴリー■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 264 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：ホームページのリニューアル 

 

5/14（木）、ホームページのリニューアルが完了しました。 

振り返ってみれば、着手したのが 4/27 だから、18 日もかかってしまったことになります。 

こんなことができたのは、もちろんコロナのおかげですが、そもそも始めたこと自体、僕のブログがコロナの話

ばかりになってしまったからでした。 

確かにコロナは、世界を変える大事件なので、コロナを通して世界を見つめ直すのは大切だと思います。 

やがて、コロナの記事がたまってきたので、「コロナ」というカテゴリーを設けたところで、僕は立ち止まり、考

えこんでしまいました。 

「このブログ、一体何のために書いているんだろう？」 

・ 

そこでまず、僕はすべてのブログ記事を読み返すことにしました。 

そこで気付いた「キーワード」や「カテゴリー」については、ブログに書いたので読んでください。 

こうしてブログを再構成し、自分の頭もリフレッシュした結果、僕が辿り着いたのはホームページの目的でした。 

僕が毎週メルマガを出すために、必死にブログを書いているのは、すべての知り合いに伝えたいことがあるから

です。 

それをきちんと書かないと、このリニューアルは終わりません。 

このことに気付いたのが 5/10 で、すでに作業開始から 2 週間が経っていました。 

・ 

そしてようやくたどり着いた、僕の答えを見てください。 

▼なのにのホームページにようこそ！ 

新しいビジネスが生まれるのは、自分にしかできないことが誰かの役に立つと判る時。 

１．誰も教えてくれない「未知の答え」を一緒に探すこと(起業) 



２．私たちならではの「成功や失敗体験」をあなたのために生かすこと(創業) 

３．あなたが願う「死後の未来」を実現すること(永続) 

が、必要なのに誰もやらないこと･･･つまり私たちがやりたいことです。 

・ 

「トップページ」を眺めたら、「活動紹介」から「チャレンジ支援」へと進んでください。 

このページを作ることで、「これまでやってきたこと」と、「これからやりたいこと」がリンクしていることに気

付きました。 

もちろん中身はてんこ盛りで、見づらいところだらけですが、コロナで行き詰まったり暇なとき、よろしければ

僕のチャレンジ＝失敗の数々をご覧いただければ幸いです。 

 

（株）なのにのホームページ http://nanoni.co.jp/ 

 

 

2. ブログから：頭の中のカテゴリー 

 

先日タグ付け(キーワード)についてお話ししたが、今日はカテゴリーについてお話ししたい。 

キーワードは文章の中で使われている言葉のことだが、カテゴリーとは文章の中身でなく、文章を書いた理由や

目的のことで、文章の中でなく僕の頭にあることだ。 

本来文章とは、読めば目的が理解できるよう書くべきだ。 

恐らくもっと文才があれば、小説などの物語に自分の言いたいことを盛り込んで、しっかり伝えることができる

のかもしれない。 

だが、僕にはそんな能力は無いし、そもそも文章を書くこと自体、僕自身が考える作業でもある。 

つまり、カテゴリーを考えることは、「何を考えるか」を考えることでもある。 

・ 

今回カテゴリーに違和感を感じたのは、コロナから思いつくことを書いてているうちに、「コロナ」というカテゴ

リーを作ってしまったことがきっかけだ。 

「コロナ」について書いたのだから「コロナ」という分類ができるのは自然なことだ。 

だが一方で、これまでのカテゴリーに分類できないから「コロナ」というジャンルができたともいえる。 

それは一体どういうことか。 

コロナが僕の脳内に新しい分野を生み出したということなのか？ 

いや、それは違うと思う。 

そもそも僕のブログは、新たな気づきや出会いについて書くためのものなのに、コロナの話が分類できなかった

ということは、その分類が間違っていることを意味している。 

・ 

そんなわけで、僕はブログの読み返しとカテゴリーの再構築に着手した。 

まず初めに試みたのは、僕の業務内容をカテゴリーにすることだ。 

いくらブログで気づきや発見を語っても、それを業務に反映できなければ意味がない。 

僕はさっそく、「起業」、「創業」、そして最近新たに増えた「永続」を加え、ブログ記事を分類してみた。 

具体的には自分でブログ記事を読み返し、どの分類に当てはまるのかを選ぶのだが、これはじきに破たんした。 

例えば、「起業と創業の違い」という記事は、起業と創業のどちらなのかわからない。 

むしろこの話は、「梅と桃の違い」とか、「好きと嫌いの違い」などと同じグループだと思う。 

だとすれば、僕はすでにこれらの分類法を編み出していた。 



それは今、まつむら塾で「実現学」と呼んでいる、頭の中身を分解整理するテクニックだ。 

・ 

簡単に説明すると、すべての「答え」はそれを求める「疑問」で分類できるはず。 

英語の疑問詞は、なに what、なぜ why、いかに howという 3 つの自分と、人間 who、空間 where、時間 when

という 3 つの世界、合わせて 6 つの疑問で出来ている。 

そこで、疑問がこんがらがったときは、この 6つに分解して解くことが実現だ。 

さっそくこれを利用して、ブログ記事の分類を開始した。 

先ほどの「起業と創業」は、何のために区別するのかという話であれば whyだし、どうやって鵜別するのかなら

how となり、2 つの違いは何なのかという話ならwhat に分類すればいい。 

こうすることで、ブログが見やすくなったのかというと僕にはよく判らないが、少なくとも書く側の僕にとって

は、何を書きたいのかを明確にしなければならない良い仕組みだ。 

・ 

だが、この分類ですべての記事を読んだ結果、ここに収まらない記事が次の 3 種類見つかった。 

１．これからやることの案内やお誘い。 

２．これまでやったことの報告や記録。 

３．誰かに向けたメッセージの転載や公開。 

１と２は、過去または未来に関する情報で、３は特定の人に対する情報を開示しているに過ぎない。 

これらが「6 つの疑問に該当しない」と感じたのは、「6 つの疑問が特定の時間や特定の人に対するメッセージで

はない」ことを意味するからだ・・・と僕は気付いた。 

その結果、ブログのカテゴリーは次の 9 つになった。 

・ 

1.what 

一体それは何なのか：何のためにどうすることなのかを説明したい 

2.why 

一体それはなぜなのか：それにはどんな理由や、どういう目的があるのか 

3.how 

一体それはどうやるのか：それはどんな方法や材料でやることなのか 

4.who 

一体それは誰なのか：自分か、相手か、それともみんなが誰に対してすることなのか 

5.where 

一体それはどこなのか：どんな場所やどんなものの、どこやどれがどういう状態か 

6.when 

一体それはいつなのか：これまでやこれからが、どうするのかしないのか、どう変わるのか 

7.report 

これまでの報告：会った人や行った場所、やったことなどであなたに知って欲しいこと 

8.info 

これからの案内：現在そしてこれから先、あなたを誘ったり、お願いしたいこと 

9.letter 

手紙など：勝手に見せたいだけのこと、見てくれなくてもかまいません 

・ 

灯台下暗しとはこういうこと。 

結局僕は、ぐるっと一回りした結果、初めの自分にたどり着いた気がする。 



でも、頭の中身を現実化していくとは、まさにこういうことだと思う。 

興味のある人、いつでも連絡・質問大歓迎じゃ！！ 

 

http://nanoni.co.jp/20200517/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

しばらく交流は自粛しますが、どこでも駆け付け２ｍ離れて話します。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）05/18 ■〇作業日 10-21 時（自宅） 

（火）05/19 ■〇作業日 10-21 時（自宅） 

（水）05/20 ■〇作業日 10-21 時（自宅） 

（木）05/21 ■〇作業日 13-17 時（笑恵館） 

13-17 時 ■〇なるほどデイ（笑恵館） 

18-20 時 △一宮庵成城クラブ発会式（一宮庵） 

（金）05/22 ■〇作業日 10-21 時（自宅） 

（土）05/23 ■〇作業日 09-17 時（笑恵館） 

 12-17 時 ■〇地主の学校_06・まつむら塾（リモート） 

（日）05/24 ■〇休業日 10-18 時（自宅） 

 

■その後の予定 

05/28 17-19 時 ■笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/30 10-17 時 ■地主の学校_08・まつむら塾（笑恵館） 

06/06 10-12 時 ■地主の学校_09・まつむら塾（笑恵館） 

06/11 16-17 時 ■日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/11 17-19 時 ■笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/12 19-21 時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

06/13 10-17 時 ■地主の学校_10・まつむら塾（笑恵館） 

06/18 10-20 時 ■なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/28 10-14 時 ■名栗の森オーナーシップクラブ５月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 



 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

 

 

 

1.what 

一体それは何なのか：何のためにどうすることなのかを説明したい 

2.why 

一体それはなぜなのか：それにはどんな理由や、どういう目的があるのか 

3.how 

一体それはどうやるのか：それはどんな方法や材料でやることなのか 

4.who 

一体それは誰なのか：自分か、相手か、それともみんなが誰に対してすることなのか 

5.where 

一体それはどこなのか：どんな場所やどんなものの、どこやどれがどういう状態か 

6.when 

一体それはいつなのか：これまでやこれからが、どうするのかしないのか、どう変わるのか 

7.report 

これまでの報告：会った人や行った場所、やったことなどであなたに知って欲しいこと 

8.info 

これからの案内：現在そしてこれから先、あなたを誘ったり、お願いしたいこと 

9.letter 

手紙など：勝手に見せたいだけのこと、見てくれなくてもかまいません 


